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第 1 章 はじめに 

ブラジルの日本語教育では、学習者の多様化を背景に、日本語教育の専門的知識を持つ日本語

教師の必要性が増している。こうした状況下で、教師の成長や教師教育について再考することは重要

である。特に教師教育者と受け手であるブラジル人教師（以下、NNT1）の意識における齟齬の存在と

原因に関心を持った。 
本研究では次の 4 つの研究課題2を明らかにすることを目的とする。1）NNTの教師としての成長

（停滞）の実態及び自己の今後の成長に望むことは何か、2）教師教育者は教師教育の目的及び効果

をどう捉えているか、3）NNTの考えと、受講可能な研修の内容や教師教育者の考えとの相違点はな

いかを明らかにし、4）以上 3 点を踏まえ、NNTの成長のために望ましい支援のあり方を提案する。 
海外における NNT 対象の教師教育に関して、実証的な研究は、これまでほとんど行われていない。

本研究はこうした点を補完し、新たな視座を提案出来ると考える。 
 

第 2 章 公教育と日本語教育の現状 

ブラジルの教育は、1996 年に公布された「国家教育方針および基本法（ＬＤＢ法3）」に拠る。日本

語は第二外国語の一つとして扱われている。高等教育では、2009 年現在、7 つの大学が日本語専攻

課程を持っている。ただし、現在もブラジルの日本語教育の中核は各地の日系団体が運営する日系

日本語学校である。JHL4だけでなく、JFL5として学ぶ人が日系・非日系を問わず増加し、学習者及

び学習目的の多様化が見られる。 
 

第 3 章 日本語教師教育の現状と課題 

 国際交流基金サンパウロ日本文化センターは公教育における日本語教育、一部の大学は日本語教

師養成課程の中で教師教育を行う。公教育外ではブラジル日本語センターによる教師教育、地方研

修等がある。日本での教師教育は、JICA による日系研修、基金による海外日本語教師研修がある。 
 ブラジルにおける教師教育を取り巻く環境には多くの課題がある。地理的要因、経済的要因、IT 環

境、内容、雇用体系など 8 つに分類し、課題を提示した。 
 
第 4 章 ブラジル人教師に対する調査 

RQ1 に関して詳述した。NNT9 名などに、半構造化インタビューを行った。文字化したデータを用

い、質的な分析と考察をする。「教師の成長」と教師教育の関わりを示すため、Glickman（1981）と横

溝（2008）を組み合わせた作業枠組みを使用する。 
NNT は、教師として万能でありたいと望み、校内での協働、リソースの活用、校外での教師教育の

受講を通して、日本語力と日本語教育力を身につける必要があると考えている。また日系と非日系は

共に成長出来ると述べる一方で、各自の属性から自己効力感を得ていることが分かった。 
 

1 NNT=Non Native Teacher 非日本語母語話者教師を指す。日系と非日系の双方を含む。 
2 研究課題 1～4 を Research Question とし、以下 RQ1～4 と表す。 
3 LDB 法＝Lei de Diretrizes e Bases da Educação 
4 JHL=Japanese as a Heritage Language 継承日本語 
5 JFL=Japanese as a Foreign Language 外国語としての日本語 



第5章 教師教育者に対する調査  

 RQ2 に関して詳述した。ブラジルの様々な機関に所属する教師教育者 8 人に、半構造化インタ

ビューを行い、文字化した。分析方法は第 4 章と同様である。 

教師教育者は日系と非日系の双方にメリットとデメリットがあると捉え、NNT が広い視野を持ち、成

長し続けることを望んでいる。 
望ましい教師教育として、知識や技能のブラッシュアップ、人的ネットワーク構築、継続参加、参加型

活動がポイントだと考えている。 
 

第 6 章 総合的考察 

第 4 章と第 5 章を俯瞰し、RQ3 に関して詳述した。NNT の意識と教師教育の内容に、齟齬が生じ

ることがあると実証された。 
日系と非日系の協調体制を後押しすることの重要性、教師教育の内容の再検討、そして受講後の

NNT/企画・運営に携わった教師教育者/教師教育それ自体への 3 つの評価の重要性が明らかに

なった。 
教師教育者の NNT の捉え方に、理想と現実が織り混ざることが分かり、教師教育に客観性が求め

られることを確認した。 
ブラジルの NNT の資質を「属性のみを重視しない」「専門性」「学習意欲」とまとめた。 

 

第 7 章 「教師の成長」を促進する要因 

RQ4 に関して詳述した。実際の活動案として、校内ではピア・レビュー、活動紹介の実施を挙げた。

校外では、教師教育を恒常的に改善するための調査と振り返りの実施、内容の細分化に対する複式

講義の実施を提案した。日ポのバイリンガルで行う参加型活動案を 3 つ提案した。また、調査結果を

受けて、作業枠組みをブラジルの NNT に合うように改訂した。 
 

第 8 章 おわりに 

 RQ および表題に対する答えと残された課題を提示した。ブラジルの日本語教育について、日本語

教師の認定システム構築、日本語教育機関の窓口の一本化、IT の活用、高等教育機関における日

本語教育研究の深まりの必要性、教師教育者に対する教育などを提案した。また、JHL から JFL へ

重心を移す中で、移動する日系がブラジルの日本語教育に与える影響について示唆した。 
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